
　

周
知
の
よ
う
に
わ
が
国
で
は
、
２
０
１
０

年
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
13
〜
16
歳
を

対
象
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
１
３
年
に

は
改
正
予
防
接
種
法
が
施
行
さ
れ
、
12
〜
16

歳
を
対
象
に
定
期
予
防
接
種
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
副
反
応
報
道
が
頻
発
し
、
国
も
積
極

的
な
接
種
勧
奨
を
一
時
中
止
。
６
年
が
経
過

し
た
現
在
も
積
極
的
な
接
種
勧
奨
再
開
の
め

ど
が
立
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

２
０
０
７
〜
２
０
１
２
年
の
間
に
開
始
さ

れ
た
欧
米
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
接
種
年
齢
は
10
〜
13
歳
で
、
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
も
13
〜
26
歳
に
施
行
し
て
お

り
、さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
米
国
で
は
、

13
～
21
歳
の
男
性
に
も
接
種
し
て
い
ま
す
。　

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
42
〜
86
％
と
高
く
、

そ
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
率
の
低
下
、
尖
圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
減
少
、
Ｃ
Ｉ
Ｎ
１
（
軽
度

異
形
成
）
／
Ｃ
Ｉ
Ｎ
２
（
中
等
度
異
形
成
）

の
減
少
と
い
う
効
果
を
得
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
１
８
年
４
月
に
発
表
さ
れ
た

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
のLuostarinen

ら
の
報
告

に
よ
る
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
お
け
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
関
連
浸
潤
が
ん
（
頸
が
ん
を
含
め
て
）

が
10
万
人
に
つ
き
０
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
（
図
）。
ま
た
、
２
０
１
４
年
に
発

表
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ワ
ク

チ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
前
と
導
入
後
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
感
染
率
の
比
較
検
討
で
は
、
接
種
者
の
感

染
率
が
優
位
に
改
善
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

非
接
種
者
に
お
い
て
も
集
団
免
疫
効
果
が
得

ら
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

９
価
ワ
ク
チ
ン
（
６
・
11
・
16
・
18
・
31
・

33
・
45
・
52
・
58
型
に
対
応
）
と
検
診
を
併

用
す
れ
ば
、
２
０
２
０
年
頃
に
は
子
宮
が
ん

の
罹
患
を
10
万
人
当
た
り
６
人
（
希
少
が
ん

レ
ベ
ル
）
に
、
２
０
２
８
年
頃
に
は
、
10
万

人
当
た
り
４
人
（
根
絶
レ
ベ
ル
）
に
ま
で
減

ら
せ
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
医
療
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
の
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に
よ
る
と
、
20
〜
22

歳
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

16
・
18
型
の
感
染
予
防
効
果
は
94
％
だ
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
た
た
め
、

２
０
０
０
年
以
降
に
生
ま
れ
た
日
本
の
女
性

の
ほ
と
ん
ど
が
未
接
種
で
あ
り
、そ
の
た
め
、

全
員
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
と
仮
定
し

た
場
合
と
比
較
す
る
と
、
２
０
０
０
年
生
ま

れ
の
女
性
で
は
約
３
６
５
０
人
が
余
計
に
子

宮
頸
が
ん
に
罹
患
し
、
約
９
０
０
人
が
余
計

に
死
亡
。
２
０
０
１
年
生
ま
れ
で
は
約

４
６
０
０
人
が
余
計
に
罹
患
、
約
１
１
０
０

諸
外
国
の

子
宮
頸
が
ん
予
防
対
策

わ
が
国
の
現
状
と

未
接
種
者
の
将
来
リ
ス
ク

※罹患率（/100,000人年）
（Luostarinen T, et al. Int J Cancer. 2018;142:2186-2187）

悪性腫瘍の種類 接種者（9529人） 非接種者（17838人）
人年 数 罹患率※ 人年 数 罹患率※

Ｈ
Ｐ
Ｖ
関
連

子宮頸がん 65,656 0 罹患なし 124,245 8 6.4% （3.2〜13）

外陰がん 65,656 0 罹患なし 124,245 1 0.8% （0.1〜5.7）

咽頭がん 65,656 0 罹患なし 124,245 1 0.8% （0.1〜5.7）

腟がん、肛門がん 65,656 0 罹患なし 124,245 0 罹患なし

全てのHPV関連浸潤がん 65,656 0 罹患なし 124,245 10 8.0% （4.3〜15）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
非
関
連

乳がん 65,656 2 3.0% （0.8〜12） 124,245 10 8.0% （4.3〜15）

甲状腺がん 65,656 1 1.5% （0.2〜11） 124,245 9 7.2% （3.8〜14）

悪性黒色腫 65,656 3 4.6% （1.5〜14） 124,245 13 10.5% （6.1〜18）

悪性黒色腫以外の皮膚がん 65,656 2 3.0% （0.8〜12） 124,245 3 2.4% （0.8〜7.5）

HPVワクチン接種者におけるHPV関連浸潤がんの減少図

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
め
ぐ
っ
て

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
対
策
と
し
て
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種（
１
次
予
防
）と
検
診（
２
次
予
防
）が

車
の
両
輪
で
あ
る
こ
と
は
世
界
的
な
エ
ビ
エ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、世
界
各
国
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
状
況
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
お
け
る
予
防
効
果
、

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
に
お
け
る
将
来
リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
、

本
会
の
木
口
一
成
医
師
が
解
説
し
ま
す
。
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きぐ ち  か ずし げ

人
が
余
計
に
死
亡
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
再
開
が
な
い
限
り
、
こ
の

リ
ス
ク
は
継
続
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
日
も
早
く
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積

極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ
、
わ
が
国
に
お
け
る

子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
・
死
亡
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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